



































2. 試料及び実験装置 : ､
試料は科研の大型太陽炉で溶融により合成したHolandite粉末を原料とし,Flux法で成長さ
せた単結晶である｡構造の同定は,粉末Ⅹ線回折により行い,結晶面は振動写真及びラウエパ
ターンから決定したo xの値は分析電顕によりx -0.8(K･Holiandite), x-0.6(Cs-Hola-
ndite)と決定した｡Brilouin散乱の解析に必要となる屈折率は,頂角300のプリズム状に研摩
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した結晶と5145Åの単色光を用い最小偏角から決定した｡低波数域光散乱 (Holandite散乱及
び準弾性光散乱 )の測定は,圧力走査型タンデム･ファブリ-ペロー干渉計とP250 グレー
ティング分光器を組み合わせて行ない,弾性散乱光は Ⅰ2Cellを併用することにより取り除い
た｡
3.Brilouin散乱 :
常温においてK･Holanditeの偏光Brilouinスペクトルを測定し対称性における選択則を用い
て得られたBrilouinピークの同定を行い,TA(1),TA(2),LA音響フォノンの音速を決定し
た｡弾性定数C44は,TA(1)モードの音速から決定した｡ 他の弾性定数が微小の為,全てを
決定するだけの測定が出来なかった｡
4.'準弾性光散乱 (QEI｣S):
準弾性光散乱が生ずる原因としては,結晶中のイオンのhoppingや熱伝導過程におけるゆら
ぎ等が考えられているが,熱的ゆらぎによって生ずるQEI.Sはスペクトルの半値巾に波数依
存性があることが知られているoそこで常温におけるQEI｣Sスペクトルを種々の散乱角度で
測定した｡ Ⅰ2Cellによる吸収補正を行った後,スペクトルの半値巾を比較したところ,散乱
角度による変化はほとんどない事が判った｡従って本実験で圃測されるQELSは,イオン
hoppingと矛盾なく説明される事が判った｡更に波数シフト0.05cm~1におけるQEI｣S強度
の温度依存性をCs-Holandite,K･Holandite について液体N2-900Kまでの温度額域で調べ
た｡その結果 CsHolanditeにおいては約450KにおいてQEIJS強度が最大となり,高温にな
ると急激に低温側ではゆるやかに減少することが明らかになった｡又 KIHolanditeでははっき′
りしたピークは観測されなかったが,180K付近でQEI｣S強度は最大となり,高温側と低温側
でゆるやかにQELS強度の減少が見られた｡イオンhoppingの活性化エネルギーに分布がある
と仮定LDieterichの理論を用いてQEl｣Sの温度依存性の parameterfittingを試みた｡ その結
果電気伝導度の測定で得られるparameterを用いると,K-HolanditeについてはQELSの温度
依存性が良く再現出来る事が判った｡しかしながらCs-Holanditeの場合は,600K以下の温度
領域ではQELSの温度依存性が或る程度再現出来る事が判ったが,600K以上の温度では大き
くくい違いが生ずる事が判った｡解析の結果得られた活性化エネルギーの分布は伝導イオン間
の相互作用により, frameworkの作るpotentialminimaより伝導イオンが shiftする様な伝導
イオンの集団励起の存在を反映しているものと考えられる｡
5. まとめ
Holandite結晶の屈折率及び弾性定数 (C44)を決定した｡更にHolandite結晶で観測される
QEIJSはイオンhoppingに起因することを明らかにし,又QEI｣Sの温度依存性から, イオン
hoppingの活性化エネルギーの分布に関する情報を得た｡
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